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研究成果の概要（和文）：私たちの研究室では片麻痺モデルマウスに対してヒトiPS細胞から分化させた神経細
胞の移植研究を行ってきた。Reelinは個体の発生過程において神経細胞の移動と運動皮質の層構造形成の制御を
行う蛋白質として同定された。我々の実験系では脳内の炎症細胞と移植細胞はともにReelinを産生した。移植細
胞はReelinの受容体を発現して移植細胞はReelinを受け取り損傷部皮質まで遊走しそこで神経ネットワークを再
構築した。損傷部皮質まで移動した神経幹/前駆細胞は移動の過程で皮質運動神経への分化を伴った。片麻痺モ
デル動物への神経細胞移植ではReelinが組織学的な修復と機能回復に重要に関わる事が示された。

研究成果の概要（英文）：We have been conducting transplantation experiments on neural cells 
differentiated from human iPS cells to hemiplegic model mice.Reelin was identified as a protein that
 controls neuronal cell migration and layered structure formation of the motor cortex during 
development of humans.In our experimental system, inflammatory cells and transplanted cells in the 
brain both produced Reelin.The transplanted neural cells expressed receptors of Reelin. After 
binding of Reelin to its receptors they migrated to the injured cortex where the neural network was 
then reconstructed. The grafted neural stem / progenitor cells that migrated to the injured cortex 
were accompanied by their differentiation into the cortical motor neurons during the migration. In 
the neural cell transplantation to hemiplegic model animal, Reelin was shown to be important for 
histological repair and function recovery.
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１．研究開始当初の背景 

本邦の脳血管障害患者数は150万人といわれ、

25 万人以上/年が新規発症している。 「寝た

きり」の約 3割が脳卒中などの脳血管疾患で

ある。加えて医療経済的にも 全医療費のほ

ぼ 1割が脳血管疾患に使われている。脳血管

疾患患者は 2020 年には 300 万人を超すと予

測されている。 

２．研究の目的 

これまでに私たちの研究室では片麻痺モデ

ルマウスに対してヒトiPS細胞から分化させ

た神経細胞の移植研究を行ってきた。実際に

神経細胞移植が片麻痺モデルマウスの運動

機能を著明に改善させることが出来た。しか

し、その組織学的再生と運動機能の回復過程

の詳細は明らかではない。ここではヒト iPS

細胞由来神経幹/前駆細胞移植の過程で認め

られる分子メカニズムを解析することを目

的とした。 

３．研究の方法 

凍結損傷により片麻痺マウスを作成して、そ

こにヒト iPS 細胞由来神経幹/前駆細胞を移

植した。 

マウスの運動機能はロタロッド試験とビー

ムウオーキング試験を併用して評価した。 

移植後 7 日、14 日、28 日、35 日後にマウス

をサクリファイして運動皮質の組織標本を

作製した。 

免疫組織化学染色は既報のごとく行った。 

４．研究成果 

これまでに私たちの研究室では片麻痺モデ

ルマウスに対してヒトiPS細胞から分化させ

た神経細胞の移植研究を行ってきた。実際に

神経細胞移植が片麻痺モデルマウスの運動

機能を著明に改善させることが出来る。運動

機能の修復過程ではケモカイン SDF1 がヒト

神経細胞の受容体CXCR4に作用して神経細胞

の遊走と成熟をもたらす事は既に報告した。 

一方、Reelin は個体の発生過程において神

経細胞の移動と運動皮質の層構造形成の制

御を行う蛋白質として同定された。その後の

研究から現在では多彩な神経機能発現に関

与することが知られている。統合失調症、自

閉症をはじめとした種々の中枢神経系疾患

でReelinが異常を示す事が報告されている。

片麻痺モデルマウスにヒトiPS細胞由来の神

経細胞移植を行う実験系では、脳内の炎症細

胞と移植細胞はともに Reelin を産生した。

移植細胞は Reelin の受容体である ApoE 受容

体と VLDL 受容体を発現して Reelin を受け取

ることで細胞内刺激伝達系でその下流に位

置するDisabled1のリン酸化を引き起こした。

リン酸化 Reelin は接着因子であるインテグ

リンとNカドヘリンの発現を誘導し神経細胞

の遊走をもたらした。結果として移植細胞は

Reelin を受け取り損傷部皮質まで遊走しそ

こで神経ネットワークを再構築した。損傷部

皮質まで移動した神経幹/前駆細胞は移動の

過程で Fetzf2 や CTIP2 などの大脳皮質運動

神経マーカーを発現した皮質運動神経への

分化を伴った。我々の成績は、片麻痺モデル

動物への神経幹/前駆細胞移植ではReelinが

その組織学的な修復と機能回復に重要に関

わることが示している。 
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